
 

 

 

 

  
 
 

【緊急連絡 公民館有料化当面実施せず】 
和地東大和市長は2月 21日の東大和市議会において公民館等の公共施設の使用料の見直しは当

面実施しないことを明らかにしました。「当面」とはいえ、このこと自体は歓迎すべきことです。

また公民館利用者の反対の声が多かったことも、市長の保留表明には無縁ではないと考えます。 

市長の発言は以下のとおりです。 

「新型コロナウイルスの影響を考慮し保留しておりました公民館等の公共施設の使用料に関

する方針につきましては、将来の維持管理コストを踏まえた今後の検討の動向を見極

めたうえで改めて検討する必要があることから、当面実施はいたし

ません。」※市長の保留表明は右のQRコードで聞くことができる。 

和地市長は６月議会で受益者負担の原則から公民館有料化をすすめると公言していまし

た。また、市のホームページでも「使用料・手数料等の定期的な見直し」について実施時期の前

倒しを示唆していました（ページ番号 1005045 更新日 2022 年 10 月 21 日）。わたしたち

はこれらの事実から、12 月市議会で公民館使用料有料化の具体的な提案（東大和市立公民館条例

第 10 条の改定）があるものと危惧していました。 

ところが年度更新直前にしてこの方針表明です。先にも述べたとおり歓迎すべきことではある

ものの、留意すべきこともあります。 

 

【有料化撤回ではない】 

①なにゆえこの時期、このような決定がなされたのかが現在のところ不明です。 

 市長は「将来の維持管理コストを踏まえた」検討のためとしていますが、「将来の維持管理コ

スト」はすでに想定されていたことではないでしょうか。これまでいったいこれまで何を検

討していたというのでしょう。有料化保留自体は是とするものの、このことは保留の根拠と

しては薄弱です。これらのことをしっかりと把握し、今後の有料化反対の取り組みに活かす

必要があります。 

②今回の方針転換は「有料化撤回」ではなく「当面実施せず」であることです。しかも有料化

の根拠と算定方式は以前のまま変わってはいません。東大和市は、有料化の根拠として相変

わらず「受益者負担」をあげ、公民館等の使用料の原価計算に減価償却費を元にしていてい

ます（裏面の「【 修正版】使用料・手数料等のあり方における市の方針(第二版)」参照：3 月

議会で市から資料として配布されたもの）。今後改めて有利の方針が再提案されることを覚悟

しつつ、市当局の動向を注視し、時期を得た対応をとらなければなりません。 
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市長発言 

 お知らせ】 

公民館有料化に反対する会ではこれまで何回かチラシを配布

してきましたが、今後は必要に応じて不定期で「公民館有料

化反対だより」として発行します。 



 

 

 

 


